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28．Early　67Ga　Scintigraphy（5時間像）の検討第2

　　報　RI異常集積例の検討
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　われわれは，Ga－67を静注して5時間後（early　scan：

Eと略す．）と48時間後（delayed　Scan：Dと略す．）の

imageを比較して，　early　scanの臨床的な意義について

検討した．対象は，Ga－67　scan（EまたはD）±RI異常

集積を認めた25例42集積（悪性疾患13例24集積，非悪性

疾患12例18集積）である．imageより視覚的に，　Eおよ

びDのRI異常集積の検出能の比較をおこない，さら

に一部の症例において悪性疾患非悪性疾患にわけEおよ

びDのRI異常集積の濃度の比較をおこなった．

　その結果，検出能の比較に関しては，EDともにRI

異常集積（十）例は35集積（83％），E（一）D（十）例7集積

（17％）であり，E（＋）D（一）例は認められなかった．つ

まりEよりDの方が，RI異常集積の検出能はすぐれて

いた．E（一）D（＋）の7集積の集積部位は，すべてblood

poo1の多い部位（縦隔，肺）であった．また悪性疾患と

非悪性疾患との間では，EのRI異常集積検出能に差は

認められなかった．

　RI異常集積の濃度は，悪性疾患非悪性疾患ともに

D＞Eがもっとも多かった．しかし非悪性疾患ではE＞

Dが3集積（30％）認められたが，悪性疾患ではE＞D

は認められなかった．E＞Dの3集積はすべて胸部の炎

症性疾患への集積だった．

　その他，early　scanは，腹部RI異常集積と腸管内の

生理的集積との鑑別に有用であると思われた．

　今後症例をふやし検討していきたい．

29．67Ga集積を示した心筋炎の一症例
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急性心筋梗塞と並んで，cardiac　emergencyの重要な

疾患として心筋炎があり，急性循環不全による急死の原

因として挙げられる．今回ウィルス性心筋炎で，心筋に
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67Ga集積を示し，症状軽快とともに集積が消失した症

例を報告した．症例は，77歳の男性．上気道炎様の感染

症の経過中突然心不全状態が出現し，胸痛がなく，心雑

音を聴取せず，臨床的には，心筋炎が最も考えられた．

201Tl心筋血流シンチでは，　RI分布均一で，有意の

perfusion　defectは認められなかった．第12病日に実施

した67Gaシンチでは，心筋に一致して，著明な67Ga

集積を認めた．臨床所見と病初の201Tlシンチおよび

67Gaシンチの組み合わせにより，心筋炎の臨床診断の

一助になった症例と考えられる．退院直前に臨床症状が

軽快した時点で，再度実施した67Gaシンチでは，心筋

の6？Ga集積は，著明に減少し，ほとんど消失していた．

心筋炎等の心筋疾患のRI診断には，201T1，99mTc－PYP，

1111n標識白血球等が用いられている．また67Gaの心

集積は，心筋，心内膜，心外膜の炎症，心筋梗塞，腫瘍

の心転移の検出に有用であることが報告されている．本

症例のごとくウィルス性心筋炎に67Gaが集積し経過を

追ってその集積が消失したとの報告は，調べ得た限りは

見られなかった．しばしば，診断に苦慮する急性心筋炎

が疑われた時67Gaシンチを積極的に行うことによって

診断確定の一助になり得るものと考えられる．

30．非天然アミノ酸1・Amin㏄yclopentan　carboxylic

　　acidの腫瘍親和性について一14C一標識化合物を
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　われわれは新しい腫瘍親和性物質の開発のための基礎

研究として，今回，1－Aminocyclopentan　carboxylic　acid

（ACPC），　D型一およびL型一Leucineの腫瘍親和性に

ついて14C・標識化合物を用いて比較した．実験は，エ

ー ルリッヒ癌を大腿部皮下に移植したddY系マウスに

それぞれ2μCiを尾静脈より投与し，30分，60分，120

分後に屠殺し体内分布を組織燃焼法により測定した．ま

た全身オートラジオグラムにより，視覚的な点からも比

較検討を行った．その結果，腫瘍集積性および腫瘍／他

臓器比ともに合成アミノ酸であるACPCが最も優れ，

さらに全身オートラジオグラムによる視覚的な点からも

ACPCが最も鮮明な像が得られた．またACPCは時間

的経過とともに腫瘍集積性が著しい増加傾向を示し，こ

のことは選択的腫瘍親和性に優れていることを示唆して

いる．
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